








































































































































































人数 割合 人数 割合 人数 割合
適性に合った 8 25．8 11 11．8 16 15．7
興味があった 14 45．2 58 62．4 42 41．2
他人が勧めた 0 0．0 3 3．2 4 3．9
他の系列文系が嫌で 5 16．1 7 7．5 11 10．8
他の系列文系より簡単 0 0．0 0 0．0 2 2．0
希望する職業に就くのに必要 7 22．6 27 29．0 27 26．5
その他 2 6．5 0 0．0 0 0














































































































人数 割合 人数 割合 人数 割合
教　　　育　　　関　　　連　　　職 4 12．9 10 10．6 19 18．6
保　　健・医　　療　　関　　連　　職 8 25．8 32 34．0 22 21．6
建　築　及　び　土　木　関　連　職 4 12．9 6 6．4 10 9．8
経営及び金融・事務関連職 0 0．0 3 3．2 6 5．9
コンピュータ及び情報技術関連職 1 3．2 1 1．1 12 11．8
科学及び応用科学関連研究職 11 35．5 33 35．1 16 15．7
技術工学及び試験・検査関連職 1 3．2 1 1．1 2 2．0
法律・保安及びその他公共サービス関連職 0 0．0 2 2．1 6 5．9
そ　　　の　　他　　　理　　　由： 4 12．9 8 8．5 9 8．8










人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合
幼　　　稚　　　園 0 0．0 3 3．2 2
2．0
小　　　学　　　校 3 9．7 14 14．9 14 13．7
中　　　学　　　校 7 22．6 20 21．3 52 51．0
高　　等　　学　　校 15 48．4 51 54．3 27 26．5
考えてみたことがない 1 3．2 1 1．1 3 2．9
わ　か　　ら　な　い 5 16．1 2 2．1 4
3．9
無　　　回　　　答 0 0．0 3 3．2 0 0．0








人　数 割　合 人　数 割　合 人　数 割　合
所得水準 2 6．5 3
3．2 19 18．6
社会奉仕 4 12．9 12 12．8 1
1．0
社会的名声 0 0．0 1 1．1 3
2．9
両親の期待 0 0．0 0 0．0 1
1．0
専攻分野 3 9．7 6
6．4 8 7．8
職業展望 0 0．0 2
2．1 8 7．8
適性と興味 21 67．7 67 71．3 61 59．8
そ　の　他 1 3．2 3 3．2 1
1．0



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































浦和一女 川越女子 浦和一女 川越女子質問
番号 平均 標準偏差 平均 標準偏差
質問
番号 平均 標準偏差 平均 標準偏差
9 4．0 0，752 4．1 0，707 24 2．7 0，973 2．8 0，938
10 3．1 0，670 3．4 0，816 25 3．2 0，833 3．8 0，926
11 3．7 0，909 3．7 0，948 26 2．9 1，076 3．4 1，259
12 3．4 0，989 3．7 0，897 27 3．6 0，761 3．6 0，970
13 3．0 0，948 3．1 0，863 28 2．5 1，180 3．1 1，262
14 4．3 0，631 4．1 0，881 29 2．5 1，121 3．1 1，224
15 4．4 0，608 4．2 0，780 30 2．1 0，746 2．2 0，996
16 3．0 0，795 2．7 0，927 31 2．9 0，870 3．0 0，978
17 4．9 0，250 4．8 0，470 32 1．5 0，850 1．8 1，151
18 1．9 0，806 2．0 0，854 33 2．8 1，087 2．8 1，073
19 3．4 1，089 3．4 1，264 34 2．5 0，890 2．7 1，068
20 3．2 0，792 3．1 0，866 35 2．2 0，920 2．8 1，054
21 3．0 0，657 3．1 0，923 36 1．8 0，779 2．1 0，986
22 3．7 0，815 3．7 0，880 37 1．5 0，624 1．9 1，175




10－25（0．61） 11－14（0．67） 19－24（0．64） 20－21（0．69） 22－24（0．61）
























平　　均 35．3 22．3 16．4
標準偏差 4，803 4，819 4，418
a）　高校間の比較
　　3因子とも平均値に有意差はみられなかった。
b）父母の職業との関連
　・母の職業が理系の方が第1因子と第2因子について平均値は高めで
　　あり，第2因子については5％水準で有意差がみられた。
　・父の職業が文系の方が第3因子について平均値は高めで，1％水準
　　で有意差がみられた。
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　　この結果からは，理系への興味や職業に対する意識は父親よりも母
　親の職業との関連がみられ，就業意欲は父親の職業との関連がみられ
　る。
　　1993年に理系・文系の女子大学生を対象に行った村松らの調査（9）
　では，専攻分野の決定に影響を与えた家族に関する質問では，理系女
　子の回答の場合，父親が最も高く22．1％であったのに対して，文系女
　子の回答では，母親の影響が19．4％で最も高くなっている。
c）将来の職業決定時期との関連
　・第3因子については1％水準で有意差がみられ，高校以前に決定し
　　ている生徒の方が平均値は高めである。
　　この結果からは，理系の職業に就くと決めるのが早いほうが就業意
　欲も高い傾向がみられる。このことは小中における理科教育で，女子
　生徒に興味を持たせることが女性科学者の増加に繋がっているといえ
　る。
V．提　　言
　以上のことから，次のような提言が可能である。なお，本調査対象は，比
較的偏差値の高い限られた女子高校（浦和70，川越67。梨花は韓国の高校
で上位30％以内（1°））在校生であるため，日韓の女子高校生という一般化は
できにくい。しかし，研究チームが前回行った叔明女子大学情報科学部，津
田塾大学精報科学科，十文字学園女子大学社会情報学部デジタルテクノロジー
コース在学生の調査結果で見られた韓国と日本の女子学生の違いは今回も同
じ傾向を見せた。例えば，科学や情報に対する評価が韓国の方が高い，日本
の場合は情報科学や科学の進展の影の部分に共感している割合が高い。自分
の将来のキャリアについて明確な学生の割合が韓国の方が高いなどである。
　1．　女性研究者を育成するために根拠となる政策の策定および制度の制定
　日本も科学技術基本法を改正して，韓国のように女性研究者育成支援を同
法に明記すべきである。その結果，基本計画などにも強制力のある内容を明
記できる。
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　2．女子小中学生を対象とする科学に対する関心の喚起
　「男女共同参画社会基本計画（2次）」では，女子高校生の理系選択を推進
するための政策をあげている。しかし，女生徒が理系を選ぶのは小中学生の
ころにはじまる。
　愛知県立岡崎高校のSSH担当彦坂教諭によると愛知県内の市には中学校
から理科教育に力を入れ科学賞などのコンペをやっている刈谷市などもある。
しかし，受賞するのは男子中学生で女子はいないという。従って，中学生で
すでに，男子理系，女子文系という性差が出てくるようである。そのため，
高校生を対象に始めたのでは遅い。可能であれば，小学生から，少なくとも
中学生から取り組むべきである。例えば，女子高校生を対象にした科学イベ
ントなどを国立女性教育会館，地域の女性センターなどでは実施しているが，
むしろ女子中学生対象のイベントを実施すべきであろう。
　3．　女子校におけるSSHなど理科教育の推進
　河野は，高校のコース選択が固定的であるために，文理の選択に男子生徒
に比べて迷う傾向のある女子生徒は文系に進学することから，高校の硬直化
した履修制度や指導の見直しを提言している。SSHでは，クラブ活動のよ
うな形で全校生徒が参加可能な活動を行っている高校が多い。そのため，迷っ
ている生徒も，文系コースを選んだ生徒も参加可能である。しかし，愛知県
立岡崎高校，東京都立科学技術高校の例にみられるように，共学の場合，女
子生徒は実験に関心を持っていても，実験などにイニシアティブを持たずに，
男子生徒に譲ってしまう場合が多い。
　従って，女子高とくに中高一貫の女子校で生徒たちが関心を持ちやすいや
り方で理科教育を推進することが必要である。
　4．　共学校における理数科教員のジェンダー意識の向上並びに女子生徒に
　　理科に関心を持たせるための授業などの実施
　共学校訪問や電話によるインタビューをして，SSH担当教員には女子生
徒が理科離れする要因などについて認識のない場合がほとんどであった。男
女同じ内容で同じ態度で接することが男女平等であるという認識である。し
かし，男女差が大きい場合には，男女共同参画社会基本法第2条で定めてい
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る積極的改善措置を適用し，女子生徒だけを対象にした授業運営も可能なは
ずであり，今後の課題である。
《注》
（1）　1．人材の育成，確保，活躍の促進の（1）個々の人材が活きる環境の形成⑤女
　　性研究者の活躍促進。2005年12月に閣議決定した男女共同参画基本計画の12
　　章「新たな取り組みを必要とする分野における男女共同参画の推進」でも，
　　「科学技術分野における多様性を確保し，知的財産の創出，国際競争力の向上
　　等を図るたあ，女性研究者の採用機会等の確保及び勤務環境の充実を促進する
　　とともに，科学技術に係る政策・方針決定過程への女性の参画割合を高める。
　　また，理工系分野の人材育成の観点から，女子高校生等のこの分野への進路選
　　択を支援する」と明記している。
（2）　内閣府男女共同参画局「男女共同参画白書　平成17年度』，2005，pp．36－37．
（3）　橋本ヒロ子，安達一寿，亀田温子，中尾茂子，松本侑壬子「女子大学におけ
　　る情報教育の可能性：日韓女子大学生の比較調査から」『日本教育情報学会第
　　23回大会予稿集』pp．22－23．
（4）原文はハングル，藤本明夫氏翻訳。
（5）　本学教職課程センター長（調査当時）神山教授のご尽力により，浦和第一女
　　子高等学校および川越女子高校の協力が得られ，本調査が実施できた。
（6）清原滋子「専攻分野選択の背景と大学入学以前の教育環境」（村松泰子等）
　　「女性の理系能力を生かす：専攻分野のジェンダー分析と提言』日本評論社
　　（1996），p．92及び96。
（7）　藤原千賀「共学・別学のジェンダー・バイアス　　理科教育からみた共学校・
　　女子校」『武蔵野大学現代社会学部紀要』第5号（2004），pp．163－172．
（8）Zbid．
（9）村松泰子編『女性の理系能力を生かす：専攻分野のジェンダー分析と提言』
　　日本評論社（1996），p．75．
（10）　お茶の水女子大学申キョン准教授からのメールによる情報提供。
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　　　　Comparative　Study　of　the　Perceptions
and　Attitudes　of　Female　High　School　Students
　　　　on　Science　Tracks　in　Japan　and　Korea
　　Hiroko　HASHIMOTO，　Shigeko　NAKAO
Kazutoshi　ADACHI　and　Atsuko　KAMEDA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　Female　ratio　among　scientists　and　engineers　in　Japan　and　Korea　is
the　lowest　among　the　developed　co皿tries．　Although　it　is　difficult　to
generalize　the　findings　of　this　survey　as　the　target　of　the　survey　is　lim－
ited，　there　are　similar　findings　to　another　survey　which　has　undertaken
by　the　same　authors　on　female　information　science　major　students　in
both　countries．　Those　findings　include　that　Korean　students　have　more
concrete　ideas　on　their　future　professional　Plans　and　better　evaluation
on　science　and　technology　including　information　science，　while　they
have　lower　expectation　on　scientists　and　engineers．
　　　The　degree　of　the　personal　interest　of　Japanese　students　in　science
and　consciousness　on　jobs　relates　to　the　professions　of　their　mothers．
　　　Recommendations　include　the　followings：various　activities　to　pro－
mote　girls　to　study　science　and　technology　during　their　attendance　at
primary　school　and　junior　high　schools，　stronger　government　policies
to　promote　more　women　in　science　and　technology．
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